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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
エ
ン
ド
レ
ス
 

ス
ト
ー
リ
ー
―
『
も
し
』
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
０
３
２
Ｚ

【
作
者
名
】

　
利
瀬
 

時
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
も
し
』
―
―
主
人
公
に
な
れ
る
の
な
ら
、
世
界
を
救
い
た
い
。

『
も
し
』
―
―
主
役
に
な
れ
る
の
な
ら
、
君
を
護
り
た
い
。

『
も
し
』
―
―
最
強
な
ら
ば
、
歯
向
か
う
全
て
を
壊
し
た
い
。

あ
の
日
を
境
に
、
少
年
の
人
生
は
二
百
七
十
度
急
変
す
る
事
と
な
る
。

子
供
を
車
か
ら
救
っ
て
他
界
と
言
う
、
珍
し
く
活
躍
し
た
少
年
―
―
如
月
和
人

は
三
途
の
川
へ
。
其
処
か
ら
天
国
へ
、
行
く
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
―
―
其
処
で

和
人
は
自
称
神
様
と
出
逢
う
。
こ
の
神
様
と
の
出
逢
い
が
、
和
人
の
人
生
を
大

き
く
変
え
た
の
だ
っ
た
。
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『
君
、
主
人
公
に
な
っ
て
み
な
い
か
い
？
』

そ
の
問
い
。
甘
美
な
響
き
。
そ
し
て
幕
開
け
た
の
は
和
人
の
物
語
。

異
世
界
?
エ
ル
デ
ィ
ア
ン
テ
?
に
転
生
召
喚
さ
れ
た
和
人
を
待
っ
て
い
た
の
は
、

Ｒ
Ｐ
Ｇ
宜
し
く
の
世
界
所
か
、
最
悪
な
世
界
。
戦
争
も
巻
き
起
こ
れ
ば
、
奴
隷

制
度
何
て
の
も
存
在
す
る
。
人
種
差
別
が
あ
る
国
も
あ
れ
ば
、
小
さ
な
紛
争
が

巻
き
起
こ
り
続
け
る
国
も
あ
る
。
そ
ん
な
世
界
の
中
で
、
和
人
は
何
を
見
付
け
、

何
を
掴
み
、
何
を
得
る
の
か
―
―
。
こ
れ
は
和
人
に
よ
る
和
人
ら
し
い
和
人
の

物
語
。
異
世
界
ト
リ
ッ
プ
主
人
公
最
強
系
物
語
此
処
に
開
幕
、
乞
う
ご
期
待
◆

◆
◆
不
定
期
更
新
、
更
新
遅
延
で
す
。
Ｒ
１
５
程
度
の
性
描
写
や
残
酷
な
表
現

が
登
場
し
ま
す
。
苦
手
な
方
は
即
座
に
バ
ッ
ク
ブ
ラ
ウ
ザ
。
大
丈
夫
な
方
は
右

手
に
珈
琲
で
も
持
ち
な
が
ら
暇
潰
し
に
お
読
み
下
さ
い
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ



3

物
語
主
要
用
語
紹
介
（
前
書
き
）

は
い
、
ど
う
も
。

何
故
か
此
処
に
出
来
上
が
っ
た
こ
の
物
語
。

何
と
今
ま
で
に
な
い
作
品
を
、
で
す
っ
て
。

ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

で
は
、
新
作
を
ど
う
ぞ
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物
語
主
要
用
語
紹
介

『
エ
ル
デ
ィ
ア
ン
テ
』

主
人
公
の
召
喚
さ
れ
た
異
世
界
。

合
計
六
大
陸
に
分
裂
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
で
役
割
を
こ
な
し
て

い
る
。

?
東
方
大
陸

?
西
方
大
陸

?
北
方
大
陸

?
南
方
大
陸

?
中
央
大
陸

?
浮
遊
大
陸

何
処
の
領
域
に
も
納
ま
ら
な
い
の
が
浮
遊
大
陸
で
、
周
期
を
か
け
て
世
界
を
巡

っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
。

十
年
に
一
度
世
界
に
勇
者
が
召
喚
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
お
り
、
丁
度
主
人
公
は

十
年
目
で
召
喚
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
。
主
人
公
は
東
方
大
陸
に
召
喚
さ
れ
る
事

と
な
る
。

『
第
六
血
盟
』
と
呼
ば
れ
る
大
陸
を
司
る
頂
点
達
の
集
ま
る
集
会
も
あ
り
、
こ

れ
に
出
席
す
る
の
は
皆
『
司
界
者
』
と
呼
ば
れ
る
者
達
だ
け
で
あ
る
。
『
司
界

ル
シ
ア

者
』
は
百
年
に
一
度
の
割
合
で
交
代
が
為
さ
れ
、
『
司
界
者
』
の
力
は
軍
神
と

呼
ば
れ
る
召
喚
獣
を
も
一
撃
で
殺
す
力
を
持
つ
と
言
う
。

『
物
質
世
界
』

マ
テ
リ
ア
ル
・
ワ
ー
ル
ド

地
球
の
、
そ
れ
も
人
間
界
を
指
す
言
葉
。

物
質
や
法
則
で
完
全
支
配
さ
れ
た
世
界
の
事
を
指
す
単
語
。

十
年
に
一
度
、
勇
者
と
し
て
召
喚
す
る
為
の
媒
体
で
も
あ
る
。

『
司
界
者
介
入
禁
止
令
』

ル
シ
ア
・
デ
・
ル
エ
ー
ト
・
ア
テ
ィ
ブ
ネ
ス

司
界
者
を
決
し
て
戦
争
に
介
入
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
皆
で
決
定
し
た
法
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律
。

破
っ
た
者
に
は
神
の
鉄
槌
と
言
う
恐
ろ
し
き
罰
が
待
っ
て
い
る
と
言
う
。
神
の

鉄
槌
＝
天
上
の
裁
き
と
言
う
話
も
あ
り
、
天
上
の
裁
き
を
受
け
た
者
は
欠
片
一

つ
も
残
ら
ず
消
え
去
る
運
命
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

『
魔
力
』

常
人
に
は
不
可
能
な
手
法
や
結
果
を
実
現
す
る
力
の
源
。

自
然
界
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、
精
霊
の
力
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
魔
法
』

魔
力
を
媒
体
と
し
て
発
動
す
る
超
常
的
克
神
秘
的
な
力
。
基
本
的
に
黒
魔
術
と

白
魔
術
に
大
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
分
類
は
便
宜
的
な
物
で
、
実
際
時
魔
術
や

空
間
魔
術
等
も
存
在
す
る
た
め
数
は
不
明
と
も
言
え
る
。

文
化
文
化
、
居
場
所
居
場
所
で
魔
術
発
動
条
件
は
違
い
、
そ
れ
が
自
然
界
の
精

霊
に
干
渉
す
る
事
で
発
動
す
る
魔
術
と
、
自
然
界
に
干
渉
す
る
だ
け
で
発
動
す

る
か
の
違
い
や
、
神
へ
の
祈
り
や
誓
い
、
生
贄
に
よ
り
発
動
す
る
犠
牲
儀
式
魔

法
な
ど
も
民
族
間
で
は
存
在
し
た
り
も
す
る
。
一
般
的
に
魔
法
は
『
マ
ギ
』
や

『
マ
ジ
ェ
ス
タ
』
と
呼
ば
れ
、
魔
法
相
殺
、
魔
法
発
動
無
効
化
装
置
等
が
今
で

は
存
在
す
る
。
『
水
晶
』
と
呼
ば
れ
る
魔
力
に
よ
り
生
成
さ
れ
た
魔
力
の
塊
を

ク
リ
ス
タ
ル

媒
体
に
発
動
す
る
事
も
可
能
。
他
に
も
『
妙
技
』
や
『
珍
技
』
、
『
魔
道
』
や

『
魔
導
』
と
も
呼
ば
れ
る
力
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
は
り
文
化
の
違
い
と
も

言
え
る
。

『
詠
唱
』

ス
ペ
ル

魔
法
を
発
動
す
る
際
に
捧
げ
る
言
の
葉
。

長
け
れ
ば
長
い
程
、
そ
の
魔
法
の
級
は
高
く
、
威
力
も
大
き
い
。

ク
ラ
ス

『
技
巧
能
術
』

ア
ー
ト
ス
キ
ル

剣
術
、
槍
術
、
弓
術
、
武
術
、
流
術
を
指
し
、
技
と
し
て
そ
れ
を
確
定
す
る
為

の
能
力
手
段
。
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魔
法
を
持
た
な
い
者
は
、
こ
の
力
を
強
力
化
さ
せ
、
単
独
で
も
最
前
線
を
戦
い

抜
け
る
様
に
日
々
訓
練
を
怠
ら
な
い
と
言
う
。
相
当
な
ス
キ
ル
所
持
者
は
最
前

線
で
も
主
力
を
張
れ
る
程
。

『
王
政
国
家
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
』

通
称
『
王
国
』
。
時
代
の
波
に
飲
ま
れ
た
悲
運
の
国
と
も
さ
れ
、
伝
説
に
も
残

る
覇
王
の
血
統
を
引
く
『
朱
覇
』
司
界
者
エ
ル
シ
ェ
ア
＝
ロ
ン
＝
ス
ザ
ク
が
マ

し
ゅ
は

ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
家
興
し
た
の
を
発
祥
と
す
る
、
由
諸
正
し
き
国
家
。
覇
王
の
遺

産
『
朱
覇
の
指
輪
』
を
代
々
受
け
継
ぐ
三
国
の
一
つ
。
同
盟
国
や
属
国
は
多
く
、

関
係
は
概
ね
良
好
。
一
部
を
除
く
。
人
口
約
３
０
０
０
万
人
を
誇
る
国
家
で
、

エ
ド
ヴ
ィ
ン
と
呼
ば
れ
る
一
騎
当
千
に
も
及
ぶ
朱
天
騎
士
を
保
有
す
る
強
国
で

も
あ
る
。
し
か
し
、
建
国
か
ら
３
５
０
年
の
時
、
隣
国
で
あ
っ
た
『
皇
帝
国
家

テ
ン
ペ
シ
ア
』
の
滅
亡
に
よ
り
、
領
地
拡
大
す
る
も
そ
の
分
、
王
国
を
滅
ぼ
し
、

そ
の
領
地
を
全
て
得
よ
う
と
す
る
国
家
と
の
戦
争
に
よ
り
、
第
一
時
期
の
マ
ス

ケ
ル
デ
ィ
ア
は
滅
亡
。
そ
し
て
新
た
に
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
と
し
て
建
国
さ
れ
た

現
在
は
概
ね
関
係
良
好
、
領
土
も
そ
こ
そ
こ
と
言
っ
た
状
態
で
存
在
し
て
い
る
。

『
皇
帝
国
家
エ
ス
ペ
ン
テ
ィ
ア
』

通
称
『
皇
国
』
。
一
度
帝
国
に
滅
ぼ
さ
れ
た
テ
ン
ペ
シ
ア
の
復
興
後
の
姿
。
消

失
を
遂
げ
た
国
家
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
も
う
一
つ
の
覇
王
の
血
統
を
引
く
『

碧
覇
』
司
界
者
ラ
ヴ
ニ
ア
＝
ア
ス
ケ
ル
＝
ゲ
ン
ブ
が
存
在
し
、
覇
王
の
遺
産
『

へ
き
は

碧
覇
の
断
片
』
を
保
有
す
る
国
家
。
同
盟
国
と
言
う
か
連
合
国
『
連
合
国
ア
ス

ケ
メ
デ
ィ
ア
』
の
軍
を
駐
留
さ
せ
よ
う
と
し
た
親
ア
ス
ケ
メ
デ
ィ
ア
派
が
武
装

蜂
起
。
こ
の
隙
に
乗
じ
て
『
帝
政
国
家
ア
ル
ト
レ
ス
タ
』
軍
が
侵
攻
し
、
内
乱

状
態
に
あ
っ
た
皇
都
エ
ス
ペ
ア
を
包
囲
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
謎

の
大
爆
発
に
よ
り
当
時
の
テ
ン
ペ
シ
ア
は
滅
亡
し
た
。
エ
ス
ペ
ン
テ
ィ
ア
は
テ

ン
ペ
シ
ア
の
残
骸
を
排
除
す
る
代
わ
り
に
戦
死
し
た
者
達
や
罰
初
に
巻
き
込
ま

れ
た
民
間
人
を
供
養
す
る
儀
を
行
い
、
皆
を
納
め
る
教
会
を
造
り
上
げ
た
。
ヴ

ァ
ス
タ
と
呼
ば
れ
る
第
一
王
子
も
程
無
く
し
て
戦
死
す
る
。
そ
し
て
テ
ン
ペ
シ

ア
は
完
全
滅
亡
し
た
と
言
う
。
現
在
エ
ス
ペ
ン
テ
ィ
ア
の
人
口
は
２
５
０
０
万
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人
弱
を
持
ち
、
中
に
は
テ
ン
ペ
シ
ア
の
生
き
残
り
も
存
在
す
る
ら
し
い
が
、
見

た
事
は
な
い
と
言
う
。

『
帝
政
国
家
ア
ル
ト
レ
ス
タ
』

通
称
『
帝
国
』
。
全
土
に
覇
を
唱
え
る
最
強
の
軍
事
国
家
。
最
後
の
覇
王
の
血

統
を
引
く
『
黄
覇
』
司
界
者
エ
ス
ケ
ア
＝
ル
ア
＝
ビ
ャ
ッ
コ
が
存
在
し
、
覇
王

こ
う
は

の
遺
産
『
黄
覇
の
契
剣
』
を
保
有
す
る
国
家
。
東
方
大
陸
の
大
半
を
領
有
す
る

強
国
で
、
元
は
『
エ
ス
シ
ア
連
邦
』
と
呼
ば
れ
る
『
ア
ル
ト
レ
ス
タ
』
『
ヴ
ァ

イ
ツ
』
『
コ
ー
デ
ィ
ア
ン
ツ
』
の
三
大
陸
に
跨
る
連
邦
大
陸
の
都
市
国
家
の
一

つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
共
和
制
、
帝
政
と
政
治
形
態
を
変
え
る
過
程
で
本
格

的
な
軍
事
国
家
と
化
し
、
今
や
エ
ル
デ
ィ
ア
ン
テ
で
、
一
、
二
を
競
う
大
国
と

な
っ
た
。
建
国
当
初
か
ら
協
議
制
が
根
付
い
て
い
る
た
め
、
国
内
の
法
制
度
は

先
進
的
克
合
理
的
。
階
級
差
別
や
奴
隷
制
度
は
存
在
は
す
る
物
の
、
市
民
の
生

活
水
準
は
極
め
て
高
い
。
実
力
で
上
の
級
に
上
が
る
事
も
許
可
さ
れ
て
い
る
。

技
術
大
国
と
し
て
発
展
し
た
国
家
は
、
様
々
な
軍
事
兵
器
を
所
持
し
て
お
り
、

空
中
浮
遊
要
塞
『
要
塞
艦
隊
』
や
『
軽
巡
艦
隊
』
、
『
殲
滅
要
塞
』
等
と
言
っ

ゴ
ル
モ
ア

シ
ヴ
ァ

ル
シ
フ
ェ
ル

た
要
塞
艦
隊
が
多
く
空
中
を
浮
遊
し
て
い
る
。
人
口
は
４
０
０
０
万
人
と
大
陸

の
中
で
は
ダ
ン
ト
ツ
で
も
あ
る
。

『
神
徒
国
家
ヴ
ァ
ル
エ
ル
ー
タ
』

通
称
『
神
国
』
。
エ
ル
デ
ィ
ア
ン
テ
全
土
に
伝
わ
る
宗
教
、
『
サ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ

教
』
の
聖
地
。
厳
密
に
は
国
家
と
は
言
え
な
い
が
、
一
応
政
治
形
態
や
軍
事
形

態
が
整
え
ら
れ
て
い
る
為
、
国
家
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
サ
ス
テ

ィ
ヴ
ァ
教
修
行
の
地
で
あ
る
此
処
は
、
政
治
形
態
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
、

其
処
ま
で
深
く
な
く
、
教
団
支
援
者
や
多
額
の
寄
付
金
を
難
民
の
救
済
に
務
め

て
い
る
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
非
政
府
的
機
構
国
家
。
ま
た
、
大
僧
正
が
マ
ス

ケ
ル
デ
ィ
ア
と
ア
ル
ト
レ
ス
タ
の
王
位
継
承
に
関
わ
る
立
場
に
居
る
事
か
ら
、

ヴ
ァ
ル
エ
ル
ー
タ
は
国
際
情
勢
に
対
し
て
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
。

『
学
術
国
家
エ
ル
グ
ラ
ス
』
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通
称
『
術
国
』
。
覇
権
を
狙
う
魔
法
に
置
い
て
は
相
当
の
実
力
と
実
戦
経
験
を

持
つ
国
家
。
覇
王
の
血
統
を
引
く
『
蒼
覇
』
司
界
者
ス
サ
ナ
＝
エ
ル
＝
ソ
ウ
リ

そ
う
は

ュ
ウ
が
存
在
し
、
覇
王
の
遺
産
『
蒼
覇
の
盟
壁
』
を
保
有
す
る
国
家
。
エ
ル
デ

ィ
ア
ン
テ
大
陸
の
ア
ハ
ト
大
砂
海
を
越
え
た
先
に
あ
る
西
を
納
め
る
大
国
。
大

陸
中
央
に
広
が
る
平
野
部
を
領
土
と
し
、
諸
氏
族
の
連
合
体
と
し
て
誕
生
し
た

国
家
。
国
の
殆
ど
が
魔
法
を
扱
え
る
人
種
で
、
魔
法
を
所
持
し
、
騎
士
に
も
立

ち
向
か
え
、
歯
向
か
え
、
戦
え
る
部
隊
を
『
蒼
空
魔
団
』
を
保
有
す
る
珍
し
い

ラ
ヴ
ル
ス
カ
イ
ズ
ニ
エ
ー
カ
ー

国
家
で
も
あ
る
。
覇
権
を
狙
う
国
で
あ
る
が
、
ア
ル
ト
レ
ス
タ
帝
国
と
の
戦
争

で
大
敗
。
現
在
は
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
軍
国
化
制
度
の
軍
事
組
織
を
基

本
と
し
た
国
家
で
、
帝
政
政
治
形
態
を
持
つ
。
人
口
は
１
５
０
０
万
人
と
少
な

く
、
そ
の
約
過
半
数
が
魔
法
使
い
で
あ
る
。

『
連
合
国
家
ア
ス
ケ
メ
デ
ィ
ア
』

通
称
『
連
国
』
。
様
々
な
諸
国
家
群
と
、
諸
氏
族
の
連
合
体
と
し
て
誕
生
し
か

国
家
。
覇
王
の
血
統
を
引
く
『
紫
覇
』
司
界
者
マ
テ
ラ
＝
リ
ア
＝
イ
ズ
ナ
が
存

し
は

在
す
る
、
い
や
、
と
言
う
よ
り
、
存
在
し
て
く
れ
た
珍
し
い
国
家
。
故
に
こ
の

国
家
は
マ
テ
ラ
に
よ
り
建
国
さ
れ
た
国
家
と
も
言
え
、
マ
テ
ラ
の
『
国
家
を
纏

め
る
国
家
』
の
案
か
ら
生
ま
れ
た
と
も
さ
れ
る
。
解
放
軍
と
呼
ば
れ
る
軍
事
組

織
を
持
ち
、
人
口
は
お
よ
そ
１
０
０
０
万
人
。
そ
の
内
の
三
割
は
解
放
軍
と
し

て
最
前
線
に
立
ち
続
け
て
い
る
。
解
放
軍
と
は
奴
隷
と
し
て
扱
わ
れ
る
民
族
人

種
、
国
家
の
解
放
を
狙
っ
た
外
交
圧
力
組
織
。
エ
ル
デ
ィ
ア
ン
テ
全
土
に
解
放

軍
は
地
下
組
織
と
し
て
存
在
す
る
も
、
ア
ス
ケ
メ
デ
ィ
ア
程
の
実
力
者
の
集
う

解
放
軍
は
中
々
存
在
し
な
い
。

『
浮
遊
国
家
イ
エ
シ
ニ
ク
リ
』

通
称
『
浮
国
』
。
危
う
い
自
由
と
解
放
に
浮
か
ぶ
中
立
国
家
。
覇
王
の
血
統
を

引
く
最
後
の
者
『
黒
覇
』
司
界
者
マ
サ
ム
ネ
＝
デ
＝
ミ
ハ
ト
ハ
バ
キ
と
呼
ば
れ

コ
ク
ハ

る
最
後
の
血
統
者
を
存
在
さ
せ
る
、
覇
王
の
遺
産
『
黒
覇
の
魔
晶
』
を
保
有
す

る
浮
遊
国
家
。
連
邦
時
代
か
ら
続
く
自
治
的
国
家
で
、
サ
ス
ヴ
ァ
ー
ン
侯
の
手

腕
に
自
治
問
題
が
掛
か
っ
て
い
る
。
現
在
の
元
首
は
レ
ル
ヤ
＝
ハ
ル
＝
サ
ス
ヴ



9

ァ
ー
ン
七
世
。
魔
法
の
蓄
積
さ
れ
た
水
晶
の
源
で
も
あ
る
『
魔
晶
』
の
産
出
す

る
唯
一
の
魔
晶
鉱
を
保
有
す
る
。
こ
の
魔
晶
鉱
も
管
轄
の
内
で
あ
り
、
無
許
可

の
密
猟
は
禁
止
さ
れ
、
し
た
者
に
は
罰
が
与
え
ら
れ
る
と
言
う
。
近
代
の
政
治

形
態
は
帝
国
よ
り
で
、
だ
が
、
帝
国
か
ら
人
々
を
解
放
し
よ
う
と
言
う
意
識
は

変
わ
ら
ず
、
解
放
軍
の
組
織
と
連
絡
を
密
通
し
て
い
る
。
中
立
の
立
場
か
ら
人

口
８
０
０
万
人
で
の
停
戦
調
停
と
称
し
つ
つ
、
己
が
国
に
有
利
な
情
報
を
発
表

し
た
。
そ
の
為
、
現
在
は
中
立
国
家
と
言
う
よ
り
、
王
国
に
良
好
な
関
係
を
築

く
国
家
と
も
言
え
る
。
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主
要
登
場
人
物
紹
介

『
登
場
人
物
紹
介
』

名
前
：
如
月
和
人
＿
Ｋ
ａ
ｚ
ｕ
ｈ
ｉ
ｔ
ｏ
 

Ｋ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｉ
＿

年
齢
：
１
８
歳

職
業
：
高
校
生

身
長
：
１
７
８
?

髪
色
：
黒
髪
ス
ト
レ
ー
ト

瞳
色
：
藍
色

種
族
：
『
人
間
』

ヒ
ュ
ニ
ム

台
詞
：
『
悪
い
ね
、
こ
れ
が
俺
だ
よ
』

能
力

『
空
想
具
現
者
』

フ
ァ
ン
タ
ジ
ネ
ー
ト
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

『
情
報
会
得
者
』

イ
ン
フ
ォ
ル
テ
ィ
オ
・
サ
ー
バ
ー

付
属

『
霧
消
輪
廻
』

ロ
ン
ド
・
ザ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

性
格

一
般
高
校
に
通
っ
て
い
た
普
通
で
健
全
な
男
子
高
校
生
。

無
論
、
無
能
力
者
の
魔
法
使
用
不
可
能
の
人
間
。

し
か
し
、
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
他
界
。
天
国
に
行
く
前
の
三
途
の
川
で
神

様
と
出
逢
い
『
輪
廻
召
喚
』
に
よ
り
異
世
界
に
『
勇
者
』
と
し
て
召
喚
さ
れ
る

ロ
ン
ド
・
ザ
・
サ
モ
ン

エ
ル
デ
ィ
ア
ン
テ

事
と
な
る
。

頭
脳
も
運
動
神
経
も
普
通
だ
が
、
そ
の
手
先
の
器
用
さ
と
、
発
明
力
、
行
動
力
、

反
応
速
度
は
一
級
品
ら
し
い
。

何
度
も
バ
ス
ケ
部
や
剣
道
部
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
が
、
断
っ
て
来
た
ら
し
い
。

余
り
怒
ら
な
い
性
格
だ
が
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
『
女
顔
』
と
『
木
偶
の

坊
』
を
言
わ
れ
る
と
キ
レ
る
。
怒
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
伽
羅
で
、
極
度
の
サ
デ

ィ
ス
ト
鬼
畜
悪
魔
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
通
常
時
は
優
し
く
、
温
厚
で
、
人
当

た
り
の
良
い
人
物
な
の
だ
が
、
豹
変
す
る
と
は
こ
の
事
で
あ
る
。
剣
術
に
心
得
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が
あ
り
、
流
れ
る
よ
う
な
舞
う
様
な
戦
闘
を
こ
な
す
事
も
出
来
る
人
物
で
、
時

折
相
手
を
煽
る
様
な
、
そ
れ
で
い
て
馬
鹿
に
す
る
様
な
口
調
を
見
せ
る
と
き
も

あ
る
。
政
治
経
済
倫
理
系
統
に
強
い
為
、
世
界
で
は
飲
み
込
み
が
早
い
。
己
よ

り
幼
い
子
に
好
ま
れ
る
為
、
神
様
に
『
幼
女
趣
味
』
と
言
わ
れ
る
事
が
多
々
あ

ロ
リ
コ
ン
ヤ
ロ
ウ

り
。

名
前
：
無
し

年
齢
：
不
詳

職
業
：
第
零
番
創
造
神

身
長
：
不
詳

髪
色
：
金
色
ロ
ン
グ
ス
ト
レ
ー
ト

瞳
色
：
碧
眼

種
族
：
『
人
間
』

台
詞
：
『
脇
役
じ
ゃ
な
い
よ
、
主
役
に
な
る
ん
だ
よ
。
君
は
』

能
力

『
受
渡
受
取
』

ギ
ブ
・
ユ
ー
・
ギ
ブ
・
ミ
ー

『
億
万
長
者
』

ア
ル
ミ
ア
・
ス
キ
リ
オ
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ア
ー
ズ

性
格

言
っ
て
は
悪
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ぶ
っ
飛
ん
だ
発
言
も
し
つ
つ
、
真
面
目
な

馬
鹿
。

和
人
を
異
世
界
に
転
生
召
喚
し
た
張
本
人
で
、
和
人
に
能
力
を
与
え
た
者
。
彼

に
情
報
を
渡
し
つ
つ
、
彼
の
援
助
支
援
を
す
る
者
。
本
人
曰
く
和
人
は
『
勇
者
』

で
は
な
く
『
主
人
公
』
ら
し
い
。

優
し
く
、
母
親
の
様
な
存
在
で
も
あ
り
な
が
ら
、
子
供
の
様
な
性
格
の
持
ち
主
。

神
出
鬼
没
に
現
れ
て
は
、
消
え
て
行
く
存
在
で
、
必
ず
彼
に
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
す

る
為
に
異
世
界
に
舞
い
降
り
る
。
携
帯
電
話
を
異
世
界
で
も
神
様
と
だ
け
通
じ

る
様
に
し
た
者
で
も
あ
る
。

名
前
：
カ
ル
ラ
＝
ル
グ
＝
ス
ウ
ェ
ー
ツ
ア
ル
ト

年
齢
：
２
３
歳
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職
業
：
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
騎
士
団
第
一
騎
士
隊
長

身
長
：
１
８
２
?

髪
色
：
白
銀
セ
ミ
ロ
ン
グ

瞳
色
：
真
紅

種
族
：
『
吸
血
鬼
』

デ
ィ
ヴ
ァ
ン
ピ
ア

台
詞
：
『
私
が
此
処
に
居
る
限
り
、
此
処
は
通
さ
な
い
』

魔
法

『
紅
蓮
業
火
』

メ
ス
テ
ィ
・
エ
ル
フ
ィ
ア
ー
ト

『
肉
体
強
化
』

ビ
ル
デ
ィ
ア
ク
ト
・
マ
ジ
ェ
ス
タ

性
格

騎
士
団
の
第
一
番
部
隊
長
を
務
め
る
『
ス
ウ
ェ
ー
ツ
ア
ル
ト
侯
爵
家
』
の
坊
ち

ゃ
ん
。

腕
前
も
魔
法
の
威
力
も
相
当
な
物
で
、
流
石
第
一
番
の
隊
長
を
務
め
る
だ
け
の

事
は
あ
る
と
言
い
た
い
の
だ
が
、
実
戦
経
験
は
少
な
く
、
命
令
口
調
と
そ
の
高

貴
さ
、
そ
し
て
家
柄
の
違
い
と
言
う
事
で
周
囲
の
皆
は
中
々
彼
に
近
付
こ
う
と

は
し
な
い
で
い
る
。
熱
心
な
勉
強
心
を
持
つ
姫
様
一
筋
の
一
途
な
青
年
で
も
あ

る
。

酒
を
飲
む
と
泣
き
上
戸
に
な
る
面
倒
な
性
格
の
持
ち
主
だ
が
、
実
際
優
し
く
、

そ
の
優
し
さ
は
中
々
外
に
出
せ
な
い
だ
け
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
主
人
公

と
は
最
初
の
頃
は
好
敵
手
関
係
だ
っ
た
が
、
仲
良
く
な
り
、
後
に
好
敵
手
に
な

し
ん
ゆ
う

る
事
と
な
る
。

名
前
：
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
＝
デ
・
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア

年
齢
：
１
５
歳

職
業
：
王
政
国
家
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
の
姫
君

髪
色
：
金
色
の
ロ
ン
グ
で
、
ふ
わ
っ
ふ
わ
と
し
た
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
の
髪
を
し
て

い
る

瞳
色
：
真
紅

種
族
：
『
霊
瑛
』

エ
リ
ア
ス

台
詞
：
『
ふ
、
ふ
ふ
ふ
、
こ
れ
じ
ゃ
！
！
 

こ
れ
を
待
っ
て
お
っ
た
の
じ
ゃ
！
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！
』

魔
法

『
絶
対
零
度
』

パ
ー
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
リ
ジ
エ
ス
タ

『
深
淵
闇
墓
』

ネ
ス
・
ア
・
ネ
ス
ト
・
ダ
ー
ク
ネ
ス

性
格

孔
明
快
活
で
運
動
神
経
抜
群
克
頭
も
良
い
の
だ
が
、
能
天
気
の
マ
イ
ペ
ー
ス
姫

様
。

主
人
公
を
慕
い
、
勉
強
を
嫌
う
性
格
。
将
来
有
望
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

な
の
か
は
不
明
。

楽
し
い
事
、
楽
し
い
物
、
面
白
い
事
、
面
白
い
物
を
好
み
、
自
分
を
『
井
の
中

の
蛙
』
の
御
姫
様
や
『
何
も
知
ら
な
い
』
御
姫
様
と
見
ら
れ
る
事
を
一
番
嫌
う
。

撫
で
ら
れ
る
事
を
好
み
、
い
つ
で
も
そ
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
る
。
唯
一
の
主

人
公
の
理
解
者
で
も
あ
り
、
孔
明
の
罠
と
や
ら
に
引
っ
掛
か
っ
て
み
た
い
と
言

っ
て
い
た
御
姫
様
で
も
あ
る
。
楽
し
い
物
を
見
る
と
目
が
絢
爛
に
輝
く
。

名
前
：
シ
エ
ナ
＝
デ
ル
＝
ル
シ
フ
ァ
ー
レ

年
齢
：
１
７
歳

職
業
：
王
政
国
家
マ
ス
ケ
ル
デ
ィ
ア
騎
士
団
第
一
騎
士
副
団
長

髪
色
：
淡
い
桃
色
混
じ
り
の
セ
ミ
ロ
ン
グ
の
銀
髪

瞳
色
：
淡
い
桃
色

種
族
：
『
獣
人
』

ア
ニ
マ
リ
テ
ィ

台
詞
：
『
私
の
戦
い
だ
、
手
出
し
は
無
用
』

魔
法
：
無
し

技
巧
能
術

『
騎
士
剣
術
』

『
流
式
剣
術
』

性
格

気
高
い
女
性
の
騎
士
で
、
副
団
長
を
務
め
る
猫
耳
と
猫
の
尻
尾
を
持
つ
。

孤
高
の
騎
士
で
、
優
し
い
が
、
戦
闘
に
な
る
と
、
模
擬
戦
で
も
相
手
を
殺
し
に

掛
か
る
程
。
弱
み
を
握
ら
れ
る
と
弱
い
性
格
で
、
実
は
若
干
マ
ゾ
体
質
持
ち
。
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運
動
神
経
は
良
い
の
だ
が
、
運
動
神
経
だ
け
で
、
頭
は
馬
鹿
。

脳
筋
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
、
此
処
ま
で
来
る
と
そ
れ
以
外
浮
か
ば
な
い
。
幼

き
頃
に
両
親
を
殺
し
て
お
り
、
年
上
の
男
性
に
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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